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小学校扇風機設置（図工室：12教室）

市内12校分（延べ数：72台）

中学校扇風機設置

（美術室：8教室、技術室9教室）

市内7校分（延べ数：102台）

市内13校分（延べ数：78台）

中学校扇風機設置（理科室：11教室）　　　

市内7校分（延べ数：66台）

中学校扇風機設置（音楽室：7教室）

市内6校分（延べ数：42台）

会計 款　予算細々目名

市内13校分（延べ数：78台）
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03

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）

室温上昇が顕著な特別教室への扇風機設置により教育環境の改善を図る。

３　事務事業の概要

小学校扇風機設置（音楽室：13教室）　　　

中学校施設整備単独事業費

01

　対象（誰・何に対して行う事業ですか）

小・中学校特別教室

H25年度の事業計画 H26年度の事業計画

４　事務事業の対象・手段・意図

扇風機の設置

小学校扇風機設置（理科室：13教室）　　　

01

H27年度以降の事業計画

25 年度

総合計画上の
位置付け

基本方針

義務教育の充実

細 施 策 施設整備の充実

年度

根拠法令・条例、関連計画等

事務事業名 学校施設整備事業（扇風機設置事業） 事業期間 平成 平成 27
歴史と文化の薫りが暮らしを彩る教育と住民自治のまちづくり

施　　策

平成２４年度　実施計画作成・事務事業評価（事前評価）シート
実施計画
１　基本事項

教育部 課等名 教育総務課 322部等名 記入者名 西鶴浩二

教育環境を整備し、児童生徒の健康を保護する。

小学校施設整備単独事業費

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）

10

手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

10



280

※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）

※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

２　事務事業の目的
　いつまでに実施しなければならないのですか

　意図は妥当ですか（「４事務事業の対象・手段・意図」欄の意図について）

　既存事業の拡大では対応できないですか

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）
今後の方向性（総合評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）
今後の方向性（総合評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

効
率
性

0

0

は　い

緊
急
性

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

二次評価と同様に実施する。

方向性の理由、改善案等

一次評価と同様に実施とするが、財政事情等を考慮し、補助事業等の財
源確保に努める。

今後の方向性（総合評価）

■

方向性の理由、改善案等

方向性の理由、改善案等

そ
の
他

　他の市町村では実施している事業ですか（県内の他市の状況等を具体的に記入してください）

実施市：日置市、いちき串木野市、指宿市、南さつま市、南九州市、阿久根市、薩摩川内市、霧島
市、伊佐市、姶良市、鹿屋市、垂水市、曽於市、志布志市、西之表市、奄美市（阿久根市に関して
は、全学校の特別教室に設置済）

□ 

24

26年度

②

理由

目標 目標

設置台数の割合

27年度

29

目標

②

成
果
指
標

単位

扇風機設置特別教室数①

① ％

□ 

教室

理由

□ 

0 0

120

20活
動
指
標

１　指標の推移
最終目標

実績
23年度 24年度 25年度

指 標 名区分

妥
当
性

扇風機の設置は、市内14小学校、7中学校の普通教室には平成21年度までに終了したが、特別教室
には現在、米ノ津小学校の音楽室にのみPTＡの寄附により設置してある。児童生徒の熱中症対策等
を含め健康を保護するためには扇風機の設置は必要である。

174

事務事業評価（事前評価）

全普通教室に扇風機設置は完了したが、特別教室には未設置のため、児
童生徒の健康を保護するうえで、設置の必要性がある。

27

年度

438144

27

目標

73

0

理由

平成

目標値

いいえ

学校保健安全法に定める学校環境衛生基準に基づき、児童生徒の教育環境を整備する必要があるた
め、妥当である。

27

台

年度まで

学校設置者である市が、すべて公費負担することが妥当である。

は　い

いいえ

いいえ

20 44 100

27

0 100

■

■

扇風機設置数

理由

該当する既存事業がない。

は　い


